
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

四

五

号

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
配
分
基
準
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

山

口

俊

一
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地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
配
分
基
準
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
八
八
号
、
以
下
「
答
弁
書
」
と
す
る
。
）
で
地
域
自
主
戦

略
交
付
金
の
配
分
基
準
に
関
し
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
答
弁
に
つ
い
て
は
不
明
確
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
、
ま

た
新
た
に
疑
問
が
生
じ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
「
一
及
び
二
に
つ
い
て
」
中
、
「
継
続
事
業
の
事
業
見
込
額
等
を
勘
案
し
て
算
出
す
る
予
算
額
の
九
割
程
度
」
と

あ
る
が
、
「
継
続
事
業
」
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
、
「
継
続
事
業
」
で
あ
る
と
判
断
す
る
者
及
び
「
等
」
の
具
体
的

内
容
を
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

二

答
弁
書
「
一
及
び
二
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
「
予
算
額
の
九
割
程
度
の
部
分
に
係
る
各
都
道
府
県
へ
の
交
付
限
度
額
は

速
や
か
に
」
、
「
予
算
額
の
一
割
程
度
の
部
分
に
係
る
各
都
道
府
県
へ
の
交
付
限
度
額
及
び
算
出
方
法
は
で
き
る
限
り
早
期

に
」
示
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
継
続
事
業
の
事
業
見
込
額
等
を
勘
案
し
て
算
出
す
る
予
算
額
の
九
割
程
度
の
部
分
に
つ
い

て
は
「
算
出
方
法
」
を
い
つ
地
方
公
共
団
体
等
へ
示
す
の
か
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。
表
現
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
あ

る
い
は
示
さ
な
い
つ
も
り
で
あ
る
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
算
出
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
も
で
き
ず
、
政
府
の
恣
意
的
な
配
分
を

一



許
す
こ
と
に
な
り
、
民
主
党
政
権
の
標
榜
す
る
地
域
主
権
の
推
進
の
観
点
か
ら
も
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
を

お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

三

答
弁
書
「
三
に
つ
い
て
」
中
、
「
こ
れ
ま
で
の
類
似
の
交
付
金
の
例
も
踏
ま
え
」
と
あ
る
が
、
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の

配
分
に
係
る
事
項
を
法
律
で
定
め
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
「
踏
ま
え
」
た
「
類
似
の
交
付
金
」
を
網
羅
的
に

お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
及
び
こ
れ
ら
の
「
類
似
の
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
「
配
分
に
係
る
事
項
」

を
法
律
で
は
な
く
ど
の
よ
う
に
し
て
定
め
、
又
は
定
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
併
せ
て
お
教
え
い
た
だ

き
た
い
。

四

答
弁
書
「
四
に
つ
い
て
」
中
の
「
交
付
限
度
額
の
算
出
方
法
等
」
の
「
等
」
の
具
体
的
内
容
を
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
答
弁
書
「
四
に
つ
い
て
」
中
の
「
配
分
方
法
の
概
要
」
、
「
交
付
限
度
額
の
算
出
方
法
」
と
答
弁
書
「
一
及
び
二
に
つ

い
て
」
中
の
「
交
付
限
度
額
」
の
違
い
を
具
体
的
に
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

五

地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
、
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
、
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
、
き
め
細
か
な
交

付
金
、
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
答
弁
書
「
一
及
び
二
に
つ
い
て
」
中
の
「
交
付
限
度

二



額
」
、
答
弁
書
「
四
に
つ
い
て
」
中
の
「
配
分
方
法
の
概
要
」
、
「
交
付
限
度
額
の
算
出
方
法
」
を
地
方
公
共
団
体
に
示
し

た
日
時
及
び
地
方
公
共
団
体
へ
の
連
絡
方
法
を
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

六

答
弁
書
「
五
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
「
客
観
的
指
標
に
つ
い
て
は
、
対
象
事
業
の
特
性
に
応
じ

た
適
切
な
指
標
と
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
向
け
の
臨

時
交
付
金
の
客
観
的
指
標
に
つ
い
て
は
「
適
切
な
指
標
と
す
る
必
要
」
は
な
い
た
め
作
業
が
早
く
終
わ
り
補
正
予
算
の
国
会

審
議
前
に
配
分
基
準
を
示
し
た
と
の
趣
旨
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
五
の
交
付
金
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
「
客
観
的
指
標
に

基
づ
く
基
準
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
も
併
せ
て
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

七

答
弁
書
「
六
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
「
客
観
的
指
標
を
導
入
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
制
度
設
計

に
当
た
っ
て
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
を
参
考
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
配
分
を
客
観

的
指
標
に
基
づ
く
基
準
で
行
っ
て
い
る
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
参
考
と
せ
ず
に
交
付
限
度
額
の
配
分
を
一
次
配
分
、
二
次
配
分
に

分
け
て
行
っ
て
い
る
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
を
参
考
に
し
て
い
る
理
由
を
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

八

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
、
き
め
細
か
な
交
付
金
、
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

三



い
て
、
交
付
限
度
額
の
配
分
を
一
次
配
分
、
二
次
配
分
に
分
け
て
行
っ
て
い
る
理
由
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
こ

れ
ら
の
交
付
金
の
二
次
配
分
の
配
分
基
準
を
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

九

答
弁
書
「
七
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
「
地
方
公
共
団
体
が
各
府
省
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
事
業
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
等
に
よ
り
、
効
率
的
・
効
果
的
な
財
源
の
活
用
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

考
え
る
理
由
を
具
体
的
な
想
定
事
例
等
に
触
れ
つ
つ
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。
併
せ
て
平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
政
府
案

で
は
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
制
度
化
で
約
三
百
二
十
七
億
円
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
算
定
根
拠
を
お
教
え
い
た
だ
き

た
い
。

十

答
弁
書
「
九
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
「
一
般
的
に
は
、
継
続
事
業
が
多
い
都
道
府
県
の
交
付
限
度
額
が
多
く
な
る
も
の
と

見
込
ま
れ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
以
降
は
、
継
続
事
業
が
徐
々
に
縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
」
と
あ
る
が
、
都
道

府
県
毎
に
平
成
二
十
三
年
度
の
継
続
事
業
の
額
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
の
継
続
事
業
の
見
込
み
額
を
お
教
え
い
た
だ
き
た

い
。
平
成
二
十
三
年
度
の
「
九
割
程
度
」
、
「
一
割
程
度
」
の
割
合
の
比
率
が
平
成
二
十
四
年
度
以
降
ど
の
よ
う
に
推
移
す

る
と
見
込
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
も
併
せ
て
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

十
一

答
弁
書
「
十
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
を
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
中

四



の
「
社
会
保
障
な
ど
地
方
行
政
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
の
地
方
消
費
税
の
充
実
な
ど
、
税
源
の
偏
在
性
が
少
な
く
、
税

収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
」
と
の
方
針
と
、
二
月
十
日
の
記
者
会
見
に
お
け
る
地
方
消
費
税
に
関
す
る
発
言

等
で
顕
在
化
す
る
与
謝
野
大
臣
の
態
度
、
税
と
社
会
保
障
と
の
一
体
改
革
へ
地
方
公
共
団
体
の
代
表
者
を
参
加
さ
せ
な
い
と

の
政
府
の
方
針
と
は
矛
盾
し
な
い
の
か
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
主
権
改
革
の
推
進
を
標
榜
す
る
民
主
党
政
権
の
態
度

と
与
謝
野
大
臣
の
態
度
は
相
容
れ
ず
、
与
謝
野
大
臣
は
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
の
担
当
大
臣
と
し
て
は
不
適
当
で
あ

り
、
内
閣
の
方
針
に
従
わ
な
い
以
上
大
臣
を
替
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


